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審査委員 副査 深澤 徹
Ⅰ 論文の主旨ならびに審査の概要
ふつうにイソップ研究と言えば，イソップの名を冠して語られる「寓話」
そのものや寓話集の各種版本等についての各種諸研究のことが思い浮かべら
れるであろう｡「Ｇ本と天草本ならびに古活字本との比較を中心とするイソ
ップ伝研究」と題する岩男久仁子氏の博士号申請論文はこれとは異なる。当
該論文は,「寓話」ではなく「イソップ伝」を研究対象とするものである。
そこに，この論文の独自性がある。
「イソップ寓話」の研究は数多い。しかし,「イソップ伝」を直接の研究
対象とするものは世界的にみても類例が少ない。欧米ではペリーやウエスト
の研究，わが国では新村出や松平千秋，さらには小堀桂一郎や中務哲郎の研
究など，十指に満たない研究書ないしは研究論文が数えられるのみである。
しかも，それらの研究の狙いは,「イソップ像」を「再現」することであっ
て，史料としての「イソップ伝」そのものを直接の対象とするものではない。
このことは，イソップ研究の泰斗であったペリーについてすら言えることで
あって，最近出版された京都大学教授中務哲郎氏の研究も，その例外ではな
い。岩男論文は，その欠を補うことを課題とすることによって，博士論文を
執筆するに値する十分に意義あるテーマを選んだということになる。
これに加えて，次のことが指摘されうる。岩男論文が意図する「イソップ
伝」研究は,「Ｇ本と天草本ならびに古活字本との比較を中心とする」研究
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＜博士論文審査結果の要旨＞
Ｇ本と天草本ならび古活字本との
比較を中心とするイソップ伝研究
である｡「Ｇ本と天草本ならびに古活字本との比較を中心とする」という形
容句が意味するところが重要である。というのは，その形容句はこの場合
「イソップ伝研究」という「類」概念を限定する「種差」を表していて，こ
れを付け加えることによって岩男氏は，比較文化研究というに値する独自の
研究課題を設定したことになるからである。その独自性の第一は，イソップ
伝の源流と目されるＧ本（ギリシア語本）を基本史料とする「イソップ伝」
研究が，わが国ではまったく未開拓のものであるという事実にみられる。ま
た，その独自性の第二は，これまでに国語学や国文学にかかわる専門分野に
おいてわが国の研究者たちによってなされてきた天草本や古活字本そのもの
の専門研究を，ギリシアの原史料に関連づけて研究するところに見出される。
そして，これまた，従来まったくなされてこなかったものである。
このように，従来はまったく欠落していた独自の視点に立って，岩男論文
は現存最古のイソップ伝であるＧ本を基本に据え，紀元後１～２世紀頃に成
立したＧ本から1610～20年頃に成立した古活字本にいたる６種の代表的なイ
ソップ伝，すなわちＧ本，Ｗ本，プラヌーデス本，カクストン本（シュタイ
ンヘーベル集)，ラ・フォンテーヌ本，天草本，古活字本を比較研究対象と
して取り上げ，それらの成立事情についての詳細な説明を加えるとともに，
イソップ伝相互間関係を俯瞰するための系統図を作成した。そのうえで，イ
ソップ伝各版本を比較研究するための方法論にかかわることとして，基本資
料となるＧ本のストーリー展開を５部に分かち，Ｇ本以外の版本におけるス
トーリー展開上の場面構成をこれに対応させる「イソップ伝分析表」を作成
した。これは，横軸に各時代に成立したイソップ伝版本を時代順に配列し，
縦軸にはいま言及した５つの場面構成のそれぞれに対応する出来事・事件・
寓話・登場人物等を配列したものであるが，これを参照することによって各
版本におけるストーリーの変容，出来事やエピソードの脱落，各版本相互間
の矛盾・不整合・歪曲等が一目で看取しうるように工夫したものである。岩
男論文の意図するところでは，この「イソップ伝分析表」は，それだけでは
なく，これを横軸あるいは縦軸に沿うて，あるいは斜めに眼を走らせること
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によって，各版本が成立した時代の文化的・社会的・精神的背景を読みとる
ためのマトリクスとして役立ちうるように工夫されている。
岩男氏が最も力を注いだのが，この「分析表」の作成であったことは疑い
のないところである。実際，分量的にもこの「分析表」は96ページに及ぶ大
作となっている。岩男氏が博士号申請論文にかけた歳月の大部分は，この
「イソップ伝」研究データベースともいうべき「分析表」の作成に費やされ
たと言ってよい。この分析表が，今後における本邦でのイソップ伝研究に大
きく寄与する基礎的業績としてみられるであろことは疑いない，と思われる。
これまた岩男氏の独自の仕事であって，このような地味で，孜孜として弛ま
ざる努力を要求する仕事を，岩男氏が立派にやり遂げたということは，氏が
独立した研究者として十分にやっていける資質を有していることを示して余
りあるものである。
さて，この分析表そのものは，いま述べたように一個のデータベースとし
て，今後ともさまざまなイソップ伝研究に役立てうるものである。しかし，
岩男論文は本論のⅡ「イソップ伝各版の分析」において，この分析表をＧ本
の独自性を析出するためのデータベースとして利用する。そして本論のⅢで
は，そのようにして析出されたＧ本読解のための基本的視点に立脚して,
「イチジクと柿」｢口が利けるようになる話」｢イソップ伝のなかの女性」
｢自由の問題」｢イソップの最期を示唆する部分」｢鷲と甲虫」｢アポロンとマ
ルシュアス 自由と隷属」という論題の下に，Ｇ本の独自性をかたちづくる
ものは何であるか，その根底にある思想は何であるかを追及していく。そし
て，この本論Ⅲこそは，岩男氏の論文の最も中心となる部分である。
上に言及した第一の論文「イチジクと柿」では，主としてＧ本と天草本な
らびに古活字本との比較研究がなされているが，その主要テーマは「翻訳」
の問題である。第二の「口が利けるようになる話」では，Ｇ本と比較した場
合における他の各版本における伝承のすれ違いや不整合が問題とされる。こ
れら二つの論文は，翻訳と伝承過程におけるすれ違いや誤解ないしは歪曲が
いかにして生ずるのかに注目することによって，Ｇ本イソップ伝の独自性が
博士論文の要旨および論文審査結果の要旨(１)
― ―139
次第に理解されなくなり忘れ去られていった事実を説明するための伏線とし
て設定されている。他の四つの論文「イソップ伝のなかの女性」｢自由の問
題」｢イソップの最期を示唆する部分」｢鷲と甲虫」が主題としているのは，
大きく「自由と隷属」の問題である。すなわち岩男氏は，各版本の比較検討
・分析を通じて，Ｇ本イソップ伝の最も基本的なメッセージを「自由と隷属」
のそれだと同定するのである。
これらの論文のうち最も充実しているのは「自由の問題」である。この論
文は，翻訳語としての「自由」をめぐる柳父章氏の『翻訳語成立事情』(岩
波新書）における所説を批判することから説き起こすことから始める。そし
て，天草本に現れる「自由」という翻訳語が，本来のギリシア的意味での
に対応するものとして使用されていることを明らかにしていく。
その結論は，わが国における翻訳語成立事情に関する通説に関して新たな一
石を投ずるものと評価されてよい。
最後の論文「アポロンとマルシュアス 自由と隷属」は，Ｇ本の核である
と同時にＧ本でしか読み取れない主題として「自由と隷属」の問題があった
ことを論証しようとするものである。すなわち，デルフォイ人たちが享受す
る「自由」を奴隷の自由,「履き違えられた自由」だとして批判したイソッ
プは，アポロンを祀る彼らデルフォイ人たちによって陥れられ死を迎える。
Ｇ本におけるイソップは，岩男氏によれば,「神によって操られ，悲劇的な
最期を遂げる人物」として描き出されている。それが「Ｇ本における一貫し
て明確な筋である｣。その筋書きの根底には二つの自由，アポロンやデルフ
ォイ人たちが代表する市民階層の自由と，イソップやマルシュアスが代表す
る非市民の自由の根本的対立があった，というのである。そして，岩男氏に
よれば，これをストーリーとして明確に打ち出すことが，たぶんはソクラテ
ス伝承を念頭に置いてイソップ伝を構成した人物，すなわち典型的な仕方で
ギリシア文化に精通していたと思われる「Ｇ本イソップ伝作者の本来的意図
であった｣，というのである。そして，そういう意味で,「Ｇ本がもつ独自性
は，イソップ伝が時を越え，読まれるたびに浮かび上がってくる古代ギリシ
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ア精神の一断面」にこそ読み取られるべきはずのものであったが,「その断
面のもつ意義が理解されず忘れ去られていくにつれて，イソップ伝もまた変
容し，歴史の舞台から消えていこうとしたのである｣，と岩男氏は結論づけ
る。
論の運びの巧拙はともかくとして，この結論もまた独自なものである。そ
のことは岩男氏が到達した以上のような結論が，これまでわが国で最もよく
読まれてきたイソップ寓話集のひとつである岩波文庫版『イソップ寓話』の
訳者山本光雄がイソップ寓話に読み取った道徳的教訓とどんなに違うもので
あるか，比較してみれば明らかである。山本氏は当該訳書の「あとがき」で
こう言っている。ひとがイソップ寓話から読み取るのは「如何にすれば人は
安穏に幸福にこの世を過ごせるか」を説く「奴隷の道徳」である，と。
Ⅱ 審査結果報告
岩男久仁子氏による博士号申請論文「Ｇ本と天草本ならびに古活字本との
比較を中心とするイソップ伝研究」の内容要約ならびに審査委員全員による
評価は，大略以上のようにまとめられうるものであって，当該論文は，氏に
対して課程博士号を授与するに十分に足るものであると思われる。
なお，当該論文の形式的側面について言及しておくと，表紙を除いて論文
全体は，１ページ25行×40字＝1,000字で224枚，すなわち論文全体の字数は
大体224,000字である。細かな注や図表は小さなポイントで打たれているの
で，実際には250,000字を超えるだろう｡「分析表」を除く図表の数は総計７，
注の数は全部で89個である。この注の数はページ数に比して少ないと思われ
るかもしれないが，すこぶる精細で詳しい注が付せられている。評価の対象
となるものである。参考文献として挙げられているのは欧米および日本のも
の，合わせて96の実際に利用された書物ないしは論文その他である。
以上，岩男久仁子氏による博士号申請論文「Ｇ本と天草本ならびに古活字
本との比較を中心とするイソップ伝研究」を，その内容ならびに形式面にお
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いて審査した。その結果，われわれ審査委員一同は，一致して，当該論文が
岩男久仁子氏に課程博士号（比較文化学）を授与するに足るものである，と
判定する。
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